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通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

当社は、2025 年 11 月 11 日に公表した 2026 年３月期の通期連結業績予想と本日公表の実績値に差異が

生じましたので、お知らせいたします。 

記 

１． 業績予想と実績値との差異について 

2026 年３月期連結業績予想数値と実績値との差異（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 42,500 △100 200 3,600 539.21
今回公表実績（Ｂ） 39,425 △185 317 3,661 548.37
増減額（Ｂ－Ａ） △3,074 △85 117 61
増減率（％） △7.2 － 58.9 1.7
（ご参考）前期実績

（2025 年３月期）
39,034 384 556 615 92.18

差異が生じた理由 

2025 年 11 月 11 日に公表した通期連結業績予想時に比べ、旧暫定税率廃止によって燃料油価格が低下

したこと等により、売上高は予想を下回りました。利益面では、当社及び連結子会社において、ＰＫＳ

（Palm Kernel Shell：パーム椰子殻）の仕入価格上昇に販売価格が追い付かず、収益性が大幅に低下し

たことや、販売用の太陽光発電所の売却損の計上等により、営業利益は予想を下回りました。他方、持分

法適用関連会社であったＪリーフ株式会社の全株式譲渡により、第３四半期まで計上した持分法投資損

失を特別損失（関係会社株式売却損）に振り替えたこと等により、経常利益は予想を上回りました。親会

社株主に帰属する当期純利益は予想並みとなりました。 

以 上 


